
事業番号 - - -

（ ）

人口減少・少子高齢化、過疎化、東京圏への一極集中、地域産業の空洞化といった社会課題が山積する中、新型コロナウイルス感染症による社会状況の変化により、デジタル技
術の利活用の進展や若者を中心とする地方移住への関心が高まっている。こうした社会変化を捉え、デジタル田園都市国家構想としてさらに推進していくためには、地方の創意工
夫がなされた独自の取組の積極的な横展開や、そうした取組に対する国民全体の関心高め、更なる構想の推進に向けた機運の醸成を行うことが必要。

令和6年度要求

-

-

-

157

(目) 地方創生支援委託費

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

事業概要URL
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/index.html

(項)
令和5・6年度

予算内訳
（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 141

157

執行率（％）
=(G)/(F)

- -

地方創生支援費

2023 府 22 0052

内閣府

政策 ５．地方創生

事業の目的
（5行程度以内）

Digi田甲子園の開催や「デジ田メニューブック」の内容拡充を通じて、デジタル田園都市国家構想の実現に向けて、全国各地で構想の推進に関する国民的な機運を醸成し、地方の
課題解決へのデジタル技術の活用による取組の積極的な横展開を図ることを目的とする。

地方創生推進室 参事官　金澤　正尚

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

デジタル田園都市国家構想総合戦略
デジタル田園都市国家構想基本方針

事業名 地方におけるデジタル技術を活用した取組の普及促進事業 担当部局庁 政策統括官（経済財政分析担当） 作成責任者

事業開始年度

施策 ５．地方創生に関する施策の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

-

─

令和4年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

2 -

補正予算（B) - - 16

-

-

157

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - - 141 157

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

本事業は、地方公共団体や民間企業・団体等の主体を対象とする「Digi田甲子園」を開催し、そこで収集したデジタルを活用した地域課題解決の優良事例を、デジ田メニューブック
を通じて情報発信する事業である。
具体的な実施内容は、①Digi田甲子園の開催に係る費用、②デジ田メニューブックの内容拡充であり、②は令和4年度補正から、①は令和5年度からそれぞれ新規事業として実
施。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - -

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - 14 143

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - ▲ 2 -

141

重要政策推進枠：37百万円

主な増減理由：デジタル田園都市国家構想の実現に向けた国民的な機
運醸成を一段と図る観点から、Digi田甲子園に関する事例応募やイン
ターネット投票を呼び掛けるための広報（バナー広告、地方紙広告等）を
充実化させるため。



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

1,200

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

団体 - - -

目標値 団体 - - -

達成度 ％

デジ田メニューブックの制作・拡充
デジ田メニューブックの掲載
数

成果実績 件（累計） - -

-

Digi田甲子園の開催を通じて、デジ田構想の実現に向け、様々な主体の機運醸成と優良事例の横展開を行う。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/pdf/20221223_honbun.pdf

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

デジタル田園都市国家構想総合戦略（令和4年12月23日閣議決定）重要業績評価指標

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

1

活動目標 活動指標

-

年度

- -

定量的な成果指標 単位

件 -

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

Digi田甲子園の開催 開催件数
活動実績

9 年度

全国各地での構造の実現に向けた横
展開や国民的な機運の醸成

デジタル実装により組む地方
公共団体

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

デジ田メニューブックの掲載数

令和2年度 令和3年度

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

200

6

本事業の目的は、「デジタル技術の活用による取組の積極的な横展開」であるため、横展開の状況を示す成果目標として「デジタル実装に取り組む地方公共団体」
を設定した。

-

-％

-

目標値 件（累計） -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

-

デジタル技術の利活用による地域課題解決の取組の積極的な横展開を図るためには、参考となる優良事例を蓄積していくことが重要。このため、Digi田甲子園の
応募事例の中の優良事例を収録するデジ田メニューブックの「掲載数」を短期アウトカムとして設定した。

デジタル田園都市国家構想総合戦略

Ｐ５

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

1- -

成果実績



改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成26年度 -

備考

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

デジタル田園都市国家構想の実現に向けて、国民的な機運醸成と優良事例の横展開を図るとともに、所見を踏まえた効率的な予算執行を心掛ける。

現状通り

現状通り

-

平成30年度 -

平成23年度 -

・アクティビティ①について、目標年度に向けて取り組む。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度 -

平成29年度 -

令和3年度

平成27年度

令和2年度

令和4年度 2022 府 新23 0002 2022 府 新22 0011

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和10年度実施)

-
点検結果

・アクティビティ①について、令和5年度から事業を実質開始するものであり、次年度以降、効
果測定を検証していく。

事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の有効性及び効率性について、より一層の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

外部有識者の所見

点検対象外



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

内閣府

141百万円

Ａ．民間事業者

132百万円

・Digi田甲子園の開催、メディアを活
用した情報発信にかかる費用

委託【一般競争入札（総合評価）】

内閣府

16百万円 ※前年繰り越し分

Ｃ．民間事業者

16百万円

・デジ田メニューブックの内容拡充にかかる業務

委託【一般競争入札（最低価格落札）】

Ｂ．民間事業者

9百万円

・Digi田甲子園やデジ田メニューブッ
クのウェブページ制作にかかる費用

委託【一般競争入札（最低価格落札）】


	行政事業レビューシート

